
町の交差点

　時折、小雨もパラついた12月13日。今年も、
町立図書館・桂川町役場正面の木々には、桂川
町の明日を創る会によってイルミネーションが
取り付けられました。今年から LED に変更し、
明るくなったイルミネーションは、１月 16 日

（17 時～ 22 時）まで点灯します。

　12 月８日、理科離れをなくすための理科支援員制度を利用し、５年生
を対象とした面白い授業が桂川小学校で行われました。近畿大学の河濟
教授を講師に迎え、-193℃の液体窒素を使った様々な実験を行いました。

“風船を液体窒素にいれるとどうなるか？”で、目をランランと輝かせる
子どもたちや、一瞬で凍ったカーネーションを触るとガラス細工のように
壊れる実験など、子どもたちからは歓声や驚きの声が上がっていました。

　11 月 28 日、土居四
よつかど

角から 200 号バイパスへと伸びる県道沿いの街路
樹（103 本）の根元に、土居一区婦人会が嘉穂総合高校園芸・動物科学
部（学生６名、教師３名）と一緒に花の苗を植えました。今回は、セキ
チク、パンジーなどの花を植えました。花を植え始めてから、ポイ捨て
ゴミなども減ったとのこと。地域の人々の“美しい桂川町になるように！”
との思いと、可憐な花たちが桂川のメインストリートを彩っています。

　11 月 28 日、「土居一区 安全・安心街づくり」の結成式が行われました。
発端は昨年、土居一区で発生した数件の空き巣被害。“安心して暮らせる地域
づくりは自分たちの手で！”と、巡回活動や散歩、地域行事などの時にお揃
いの青いジャンパーを着用し、住民同士のつながりや地域の防犯意識の高さ
をアピールすることで、地域や子どもたちの安全・安心の守りとしたいと始
められました。地域の方の思いと“青ジャン”が、今日も街を見守っています。

　人権週間の 12 月２日、桂川町人権擁護委員が、町内の各事業
所を訪問したり、駅前でチラシを配るなどして人権啓発活動を行
いました。土師保育所を訪れた際には、委員からは「他人を思い
やる気持ちは幼いうちから育む必要があります。友だちを大切に
する保育を！」との熱い思いが伝えられていました。

　12 月２日、県知事表彰等をうけた桂川町老人クラブの方々が井
上町長を表敬訪問しました。高齢者福祉功労者県知事表彰では、個
人表彰として井上敬次さん（瀬戸）が、団体表彰として土居一、瀬
戸老人クラブが表彰を受けました。また、福岡県老人クラブ連合会
会長表彰では、岩下武志さん（土師一）、富田光廣さん（土居一）、
佐藤幸雄さん（土師二）が表彰されました。おめでとうございました。

　 一瞬でカチカチに凍ったバナ
　 ナで板に釘を打つ実験。

▼
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今 年は一層美しく！
桂川町の明日を創る会

今 年は５名と２団体が表彰をうけました。
桂川町老人クラブ連合会

青 パトならぬ“青ジャン”が地域の安全を見守る！
土居一区 安全・安心街づくり

桂 川のメインストリートを彩る花たち！
土居一区、嘉穂総合高校合同環境美化活動

や っぱり理科は面白いから大好き！
桂川小学校５年生 理科実験

町 内各地で人権について街頭啓発。
桂川町人権擁護委員


